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年頭の御挨拶

New  Year's Message 

新年お目出度うございます。この年は内外にわ

たり多事多難の年と申されます。わたくしも正に

その通りと考えますが、この間にあって、このさ

さやかな研究所がよくその使命を果して参ること

は決して安易なことではないと思われます。特に

この年頭に当って、この問題を考えさせられるわ

けは、第ーに今年が研究所の創立10周年に当るか

らであります。この際われわれとしては創立のと

き以来当研究所に寄せられた各方面よりの御協力、

御鞭達に対して、心よりの御礼を申さねばなりま

せん。そうした御理解と御厚志がなかったら、研

究所は決して今日まで無事に仕事を続けて参るこ

とは出来なかったでありましょう。しかし過ぎた

10年を省みてわれわれがどれだけ皆様の御期待に

沿う活動ができたかと考えますと、まことに不十

分だったととを反省せざるを得ません。もちろん

外からいろいろ御世話下さった方々、内にあって

研究所の活動に専心的に寄与して下さった方々に

はひたすら感謝の外ないのでありますが、創立以

来われわれが抱いてきた夢の大きさに較べれば、

獲得した成果には非常に未だしの感がもたれるの

であります。

こうした仕事はこれで満点ということはあり得

ない性質のものでありましょうが、われわれとし

ては丁度10年を経たこの機会に、いままでしてき

たことを幾重にも反省し、その上にこれからの年

所長西 村光 夫

President Teruo Nishimura 

をどう進むべきか、工夫と覚悟を新たにしなけれ

ばならぬと考えております。皆様におかれでも種

々お気付きの点もおありかと思います。どうぞ忌

憾なき御批判と御鞭達を給わりますよう御願い申

し上げます。

今年思いを新たにすることのーっとして、日本

において前回の選挙以来、中道政治への指向が大

きく拾頭してきたことが挙げられるのではないか

と思います。中道政治とそれに見合う社会の発展

において、世界にその範を示したのがスウェーデ

ンであったことは、いまさら申すまでもありませ

ん。スウェーデンの実績に賛意を表することも、

批判的に見ることも、観る人の自由でありますが、

今日の日本の現状からして、スウェーデンが40年

間営々として築いてきた足跡の研究が急に現実的

な価値をもってきたことは確かなととと考えられ
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ます。この意味からしてもこの研究所の存在と活

動の意味は倍加してきたように思われますが、こ

れはわたくしの独り合点でしょうか。とにかくこ

の点からも当研究所の使命はますます重くなって

いると思うのであります。

次に昨年のことを考えてみますと、先ず何より

もツュンベリーの来日 200年記念行事が想い起さ

れます。 5月に行われたあの行事については本誌

に種々の角度から報道されましたので、大方の読

者はよく御存じと思いますが、わたくしはあのこ

とによって、とかくシーボノレトの名に隠れて知ら

れなかった、 1人の偉大なスウェーデン人の名が

広く日本に知られるようになったこと、そしてそ

の行事にわが研究所が些さかでも貢献できたこと

を非常に嬉しく思うのであります。ストックホノレ

ム大学のリンドベック教授との協同研究による日

瑞両国の「成長と福祉」の研究がほぼ完了したこ

とも昨年の一つの大切な成果でありました。しか

しわれわれがしたいと思うことはまだまだ山のよ

うにあって、それらをどう処理していこうかとい

うことに迷うほどであります。

さらに一言附け加えますなら1970年に発足しま

した姉妹機関である日瑞基金も皆様のお蔭をもっ

て7年間無事に歩みを続けて参ったことでありま

す。両機関は相扶けて今後日瑞文化の交流と両国

親善増進のために蓮進したいと考えておりますc

今年は研究所の10周年を記念して有意義な事業も

致したいと考えております。その計画は遂次本誌

上に発表される筈であります η どうぞわれわれの

仕事に一層の御期待を給り、旧に倍して御支援御

鞭達を給わりますよう、重ねてお願い申し上げて

年頭の辞と致します。

今年はエネルギー問題の年

1977 is the Year for Energy Problems 

(1) 1""原点」としての食料と燃料

「一年の計は元旦にあり」と言われる。しかし、

今年の正月は「百年の計」を考えるべき時のよう

である。歴史を大観すれば、その 「危機」の時に

は、社会はいつも「原点に還れ」と要請されてき

た。それは政策的に既存のコースから離脱して新

しい道を開拓せねばならぬという意味のみならず、

社会内部の性質も、その展開につれて多分に「原

点」と相似的になってくるという意味でもある。

たとえば人類社会の文化の原点といえば、ヒト

が他の動物から区別される点を火の使用に求める

線からもいえるように、ヒトが食料と燃料とを二

大必需品として確保する営みであった。その基本

的性格が今日、螺旋状階段的に復活してきている。

たとえば漁業の食料資源確保の線から「経済水域

200カイリ」問題が世界的に論議のー焦点となっ

てきている。そしていまひとつの大きな焦点が、

燃料の線としての「エネルギ一安定確保」問題で

ある。ことにわが国の場合、国民の栄養が魚の蛋

白質に依存する割合は、先進諸国に比べて顕著で

l ある(日本国民1人1日摂取蛋白質35グラム中半
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分は魚介類)し、また輸入原料に加工する工業中

心の産業構造ゆえに、燃料の安定確保こそ日本の

産業の生命線となっているのである。それゆえ

今年あたりは、この食料と燃料という二大基本問

題に真剣に対処しなければならないし、その対処

の仕方は、第ーに世界的規模においてでなければ

ならず、第二にそれは「近代」の産業構造や生活

のあり方を一段階止揚して「現代」的に改造して

ゆくものでなければならないであろう。その意味

で、この「食料」の面と「燃料」の商とは相互に

関連し合っているのであるが、ここでは 「エネノレ

ギ一安定」の面を取上げて論じてみたい。

(2) 日本のエネルギー危機

日本ではとくにエネノレギー危機の声が高まって

いる。財界人で構成するエネルギー総合推進委員

会(中山素平委員長〉は同委員会の中に「エネノレ

ギ一戦略委員会J，を設置する旨を発表した(昭和

51年12月22日〉。

この委員会には石油・電力・原子力・ガス・石

炭などの小委員会が置かれ、各小委員会は関係業

界団体と協力して ①長期エネルギー需給の見通



し ②エネノレギー確保に必要な資金量 ③この資

金の調達方法(価格に織込むか、税金などで賄う

か、など〉などを研究することにしている。

ところでエネルギーの将来の見通しは楽観を許

されない。 r日本エネノレギー経済研究所」の試算
によれば、昭和60年度に必要な一次エネルギーは

石油換算で 6~7 億キロリットノレと見込まれるが、

輸入原油に全面依存するのは得策でないので、原

子力や液化天然ガスに期待したい面が多い。しか

るに国外・圏内の諸条件は原子力や天然ガスの活

用を妨げる面が多く、政府の決めた長期計画は半

分程度しか達成されまいと見られる。従って輸入

原油に依然として大幅に依存せざるを得まいが、

その際OPEC(石油輸出国機構〉の風向き次第
ではわが国経済は実質的にゼロ成長になる慎れも

多分にある。

つぎにエネノレギー確保のための資金であるが、

財界の試算によれば60年度までの必要資金は約

100兆円にも上るとされ、 これを料金や価格の形

で調達することは無理であり、結局大幅に財政に

依存せざるを得ないと見られる。そこで基礎資料

を作って国民にエネルギー危機の実態を訴え、

「国民的合意」の背景作りに努めるために、今回

の「エネノレギ一戦略委員会」の形成となったもの

である。

(3) r省エネルギー」に注目
さて今年に入って福田内閣の政務開始に潮時を

合わせて、土光敏夫経団連会長、中山素平エネノレ

ギー総合推進委員会委員長、有沢広己日本原子力

産業会議会長らが、 1月11日福田首相に対し改め

てエネルギーの長期総合政策の確立を要望した。

その中で 「政府はわが国のエネノレギ一事情、省、エ

ネノレギーおよび電源立地確保の必要性について国

民の理解を得るよう一層努力すべきである」と強

調している。

この要望書の中で見逃せぬ要点は「省エネノレギ

ー」という箇所である。これは今後のエネルギ一

政策が「近代・工業主義」の延長線上で、その不

足分を補充する、という態度ではないことを意味

する。そもそも「近代」という時代の特長の基本

的一線は、 「無限性Jr欲求無限」という所にあ
った。それは工場・原料・労働力の拡充や補給が

無限に可能であるという楽観的前提の上に立って

いた。大雑把にし、えば、第二次世界大戦前までは

そういう楽観的見通しが先進国にとって可能であ

った。しかし、第二次大戦以後は、発展途上国の

側に意識的・経済的・政治的進歩が見られて先進

国側からの輸出の市場も狭まり、エネノレギー資源

も、その他の工業原料も労働力もその輸入が限定

されるに至にさらに国内の福祉水準の向上が労

働力供給をも制約し、近代の「無限性」の根拠を

なしていた「工業の無限生産」の性質は根本的に

変化してきた。それに呼応して、諸産業の中で工

業が支配的王座を占めるという 「近代的」産業構

造も変化し、いわゆる「脱工業化J r第三次・第
四次産業の拾頭」という傾向が顕著になってきた。

エネルギー問題の解決ということは、既存の態

度を惰性的に延長し、量の不足の辻つまを合わせ

るべく必死に努力する、という態度に尽きるもの

でない。そういう態度も短期的には必要であるが、

それと併行して長期的には一層根本的に、工業の

あり方を「近代」的から「現代」的に止揚して、

t また第一次産業や第三次・第四次産業を「現代」

的に復活ないし振興して、 「省エネノレギー」の根

拠を作ることが根本的に必要となってくるのであ

る。ここでエネノレギー問題は、 「産業構造の現代

化」と表裏一体となってくる。

(4) r産業構造改革」のヴィジョン
経団連(土光敏夫会長〉には産業構造研究会

(部会長、池浦日本興業銀行頭取〉がある。これ

は土光会長が、今後、日本経済が減速成長時代に

突入するに際しては産業構造の改革は避けて通れ

ない、との観点からとくに発足させたもので、昭

和51年4月以来種々の業界代表からヒアリングを

続けてきた。同年9月末には幹事会意見として、

つぎの三つの基本線を中開発表した。すなわち、

①石油ショック後のエネノレギー危機で、費用が高

騰し、産業によっては存亡を間われているものが

ある(とくに深刻な業種として、工作機械・化学

肥料・ソーダ・アノレミ・繊維・海運・造船が挙げ

られた〉。②しかし今後の経済界の体制としては、

基本的には各企業が体力を増強して民間企業のバ

イタリティーをかん養するほかはない。③輸出振

興・知識集約型に産業構造の重点を移すため、今

後、技術開発の推進、コンサルティング業務の充

実を図る必要がある、であった。

そして以上の観点から5~10年の中長期ヴィジ

ョンで構造改革の望ましい姿を打ち出し、それを

今年2月頃までにまとめたいとしている。

この産業構造の改革の基本線について、土光経

団連会長は本年1月19日のサンケイ新聞紙上のイ

ンタビュー記事で次のように語っている。

3 



「日本も従来とは違った社会の要求に応じて、

産業構造を変えなければならない部門が多い。

このため経団連も 5-6年前から通産省や企業

と話合ったりして、この問題に取組んできた。

低成長というのは、みんなが縮少することじゃ

ない。ある業種は企業の数や生産も減るだろう

が、ある分野では発展し、生産も雇用も増大す

る。ひとことで言えば、労働力で勝負するんじ

ゃなくて、頭脳集約型の産業で勝負する時代に

なってきた」

と。すなわちこの傾向は産業の「現代化」といえ

よう。

ところで産業構造の改革は、一つの先進国単独

では不可能であり、それは国際的規模の下での実

行が必要となってくる。そこで日本の提案に基い

て、OECDC経済協力開発機構)は昨年12月6
日よりパリで聞かれた工業委員会で、国際的な産

業構造グィジョン(長期展望)作りを始め、これ

を基にして長期的な国際分業のあり方の協議に進

み、産業の国際調整に至りたいとしている。

なお、すでにOECDの下部機関である IEA

(国際エネノレギー機関〉は1980-85年を目標にし

た共通のエネノレギー需給目標作成の作業に入って

いる。今回のOECD長期グィジョン作りは、そ

の対象をエネノレギーだけではなく、産業・貿易・

労働などを含む広範囲にしていることが今回初め

ての試みとなっている。

(5) スウェーデンとの協力の必要性

以上のように、産業構造の改革と表裏してエネ

ノレギー問題の解決を図ってゆくのは、世界的規模

においてでなければならないが、私たちはとくに、

スウェーデンの産業界や学界との協力の必要性を

強調したい。それは、基本的には諸般の線での

「現代化」推進についてスウェーデンが先駆国で -'"

あることと、電力について日本と共通の事情が多 、 ， 
々あることであるが、その詳論については別の機

会に譲りたい。

第 回消費者大

消費者大会におけるフェ/レデ、ィーン首相

第二回スウェーデン消費者大会が、スウェーデ

ン第二の都市ヨッテボリィで昨年11月1日から 3

日まで聞かれた。参加者は各地の消費協同組合

(生活協同組合〉運動から選ばれた一般組合員

450名に、組合専従職員、 官庁やその他関連機聞

からのゲストやオブザーパーを加えた総勢900名

であって、筆者も 9名の外国人ゲストの一員とし

てこれに参加した。

会場は、見本市が聞かれるところで、総会用の

大ホー/レからの部会用の小ホール、大食堂、消費

者運動の諸展示場などをもっ巨大な建物で、ある。
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大会は第一日目午前の開会式から、第三日目午

後の閉会式まで、第二日目夜の消費者祭りをはさ

んで、非常に精力的に討論が重ねられた。開会式

には消費協同組合連合会 CKF)理事会議長アノレ

セン氏および新首相フェノレディン氏の激励の挨拶

があった。本来協同組合運動は政治的中立がたて

まえであるが、現実には社民党との結びつきが深

い。にもかかわらず保守連合政権の首相〔中央

党〉が、消費者運動に声援をおくったことは、と

くに印象的である。

今回の基本的テーマは巾広くとられ、 「社会に

おける消費者所有部門の役割」となっている。た

だし12の部会のテーマとしては、もっと具体的に、

「商品と品揃え」、 「庖舗とサービス」 、 「ハウ

ジング問題」、 「公害」 、 「教育訓練」 、 「レジ

ャーと文化」の六つが課せられた。 12の部会に対

してテーマが六つしかないのは、一つのテーマを



二つの部会が別個に検討し、その結果を全体会議

にかけるという方式がとられているからで、あら

ゆる意見を引出すという意味ではうまいやり方だ

と思う。

消費者大会は4年に10回が原則であるが、今回

は準備の都合で 1年遅れた。しかしそのかわり 1

昨年1975年秋と1976年春に、各地で1，200以上の

研究グループと、 13，000人以上の組合員の参加に

よって、予備討論が行なわれており、それだけに

熟した議論が見うけられた。また今コト会には、 19

70年代に入ってからの公害などに対する一段とき

びしい消費者結集を反映して、消費協同組合以外

の消費者運動すなわち保険協同組合、住宅協同組

合、石油協同組合、旅行協同組合等の諸運動も参

加しているので、各協同組合運動聞の調整など巾

広い問題点も提起された。スウェーデン国民はこ

の種の会議の運営には慣れており、活発な意見が

どんどんでる一方、いたずらに激することもなく、

数百におよぶ問題がつぎつぎと順序よく消化され

ていくようであった。

もっとも消費者大会は、消費協同組合の議決機

関ではなし、から、ここにおける成果は消費者の集

約された意見として、長期的に消費者運動に影響

を与えるにすぎない。しかしながら消費者大会に

はそれとは別な重要な役割がある。それはこの大

会が、全国から集まった多数の組合員がお互いに

直接はだでふれあい、協同組合精神を改めて意識

する場を提供するということである。

もともとスウェーデンでは、消費協同組合運動

という形での消費者運動が、国民生活の中に深く

食いこんでいる。消費協同組合運動はデ、パートか

らセノレフ式食品庖まで2，286の大小さまざまの庇

舗を全国に配置して、スウェーデン小売業界にお

‘由同由酬目、-岨a・

' 。

いて既に18パーセントものシェアをもっているの

である。その連合会がすなわちKFであるが、 K

Fは組合庖舗への卸売活動はもちろん、生産活動

もおこなっており、売上規模からいえば、有名な

自動車のボノレボやベアリングのSKFをしのいで、

スウェーデン第ーの事業体である。しかもこの巨

大なスウェーデンの消費協同組合運動は、流通革

命のなかで、ねしろリーダーシップをとってき

た。つまり店舗をはじめ組織の合理化、統合、大

規模化を推進してきた。そうなると、かつて和気

あいあいと直接民主主義的な感覚で運営されてき

た消費協同組合運動の気分が、ときにはそこなわ

れるようにもなってきた。とくにKFの組織自体

が大きくなりすぎ、議事運営の面からKFの全国

集会の代議員数を極度にしぼるようになってから

は、消費者同志の全国的な交流の場が一段と制限

されるにいたった。そこでKFの議決機関とは別

にこの消費者大会が企画されるようになったので

ある。第一回の大会は1971年10月ストックホノレム

に800人を集めて開かれている。

このように、消費者大会の真のねらいは、多数

の組合員があいつどい、消費者運動の強さ、結束

を確認するための場を提供することにある。

合理化の進展と経営規模の拡大は、消費者運動

にとっても不可避であるが、そこにはまた、運営

があまりにもビジネスライクになり、 11人は万

人のために、万人は 1人のために」という協同組

合精神の本領が薄れていく危険もひそんでいるら

消費協同組合の発祥地イギリスにおいて、協同組

合の統合が進まないのも一つにはこの危険をさけ

ようとする意図があるためであるが、スウェーデ

ン消費者大会の盛況は、このジレンマに対する一

つの解決策を示唆するものだといえよう。
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|寄稿|

スウェーデン派遣研究員のスウェーヂン生活

印象のー側面

まえカすき

日瑞基金の派遣研究員として貴重なスウェーデ

ンでの研究をさせていただきましたことを厚く御

礼申し上げます。帰国後の生活状況報告書の付録

として提出しました下記拙文を本誌に転載される

との御連絡をいただき恐縮しております。内容は、

小生の所属する東北大学工学部電気系学科の教職

員の親睦会の幹事から「スウェーデン滞在中の面

白い話を書いて欲しい」との要望に沿って書いた

もので、多くの印象のー側面であることをお断り

致したく存じます。そのためスウェーデンをよく

知っておられる方々には言葉足らずの面、観測不

十分の面が目立つかと思い、赤面する思いですが、

これまでの多くの印象とちがった印象を活字にす

ることがスワェーデンをよく知りさらに友好親善

を増進するうえで一助になれば望外の幸せです。

スウェーデンびっくり印象記

はじめにスウェーデン国の印象を一言で表わせ

ば、 「不思議な国」、 「おもしろい国」あるいは

「日本の常識とまるでかけはなれた国」と言えそ

うです。多くの方々が米、英、独、仏などの欧米

に行ってこられ、その話を伺った折に「日本と相

当ちがうな」と感じたことがありました。しかし

約12ヶ月スウェーデンで生活してロンドンやパリ

に旅行した時に、白木に帰ったような気分がした

くらいスウェーデンは遠い国だと思います。

近年、日本でも高度経済成長から福祉優先とい

うことが言われ、その先進国としてのスウェーデ

ンが注目を集めてきましたので、新聞、 TVの報

道で耳にする機会が増してきたようです。 9月21

日(木〉のNHK特派員報告で、 44年間続いてい

た社民党政権が何故敗北したかを焦点にスワェー

デンでの問題点をさぐる報道番組が流されました

ので、、御覧になった方も多いかと思います。この

種の報道がされたのは極めてめずらしいことのよ
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うに思います。これまで、一般的には「パラ色の

福祉」と「フリーセックス」の固とのわずかな情

報だけだったように思います。私の場合、当初か

ら家族をつれて行き、ひと冬過してきましたこと

と、スウェーデン人に準じて個人番号(国民の背

番号〉をもらい、たどたどしいながらスウェーデ

ン語を話したりしておりましたので、夏に短期間

訪問された方とは、かなり印象がちがうかと思い

ます。

「福祉」

社会保障制度などいわゆる福祉とu、われる事項

について、スウェーデンが世界ーであるかどうか

は断言できませんが、極めて高いレベノレにあるこ

とは事実であると思います。日本より広い約42万

械のほとんど平地の国に 820万人しか住んでいな

いことを割引きしてもアパート施設が完備してい

ることは素晴しいの一語につきます。家賃は必ず

しも安くありませんが「低賃金の人でも一級のア

ノξートに」を実施するために家賃補助制度が確立

しています。また子供の養育補助、妊産婦保護と

出産補助、小児歯科の充実....ーなどは、人口増加

率が、移民を除くと負であることの現状に目をつ

ぶっても仲々すばらしい事でした。ここで各種制

度について述べる余裕がありませんが、国民の側

に立って立案された制度が大胆に実施されている

ことは今後大いに学ぶ必要があると思います。こ

れらはこの国の政治・社会の制度の風通しの良さ

と徹底した民主主義から来ているように思われま

す。このことはある日、消費者オンパズマン(政

府・議会から独立した消費者保護の立場に立つ仲

裁者で、権力はないが最高裁判事クラスの権威を

もっている〉の代理の人との会見に同席した時、

彼が言った次のような話に象徴されていると思い

ます。1"ここでやっている仕事の内容は完全にオ

ープンですから、国民誰でもがこの事務所へ来て

書類を見てかまいません」。



しかし、一方では高税金(申告による控除のな

い場合に若手助教授クラスで50%位、年長の教授

では80%位、超過勤務は90数%の税率とのこと〉、

高物価の問題があり、休業手当が80%位も出るの

と、給料に実質的差が小さいことなどのため勤労

意欲が減少していること、医師が高給の得られる

外国へ行ってしまうため医師不足となるなどの幾

多の問題をかかえているようです。例えば、救急

での一時的な処置を除いて歯科医の予約をとるの

に一年以上待たなければならないといわれていま

す。約半年の外国生活に慣れ、北欧の生活を楽し

みはじめた家内が後半の半年間歯痛に悩まされ、

「いくら待たせられでもその日からみてもらえる

日本へ帰りたくなった」のは我々家族には大問題

でした。

「気候・風土」

スウェーデンはほぼ北緯55度から69度の、ちょ

うどシベリア位の高緯度にありますので「寒さは

どうだった?Jとよく聞かれます。しかしメキシ

コ湾流の影響があるため、北緯60度のウプサラや

，その70km南のス トックホノレムでは、真冬でも-10

~ -150C位で、 -20 0 C になるのは数日位のもの

です。また、山がないので雪がほとんど積りませ

ん。むしろ冬の北欧では、昼でも暗く太陽の恵み

のない生活がきわめて重大です。ウプサラ周辺で

12月 ~1 月に明るくなったと感じるのが午前10時

~午後2時位ですし、北極圏のヨックモック以北

では昼が全くありません。長い生活の歴史から自

然のきびしさと、孤独に耐える精神がそこからは

ぐくまれたものと思います。これに耐えられない

人がノイローゼ、になることも珍しくなく、アパー

トの上の奥様 C?)がノイローゼからのヒステリ

ーの発作をおこして、深夜ポリスが我々の家に電

話を借りに来たりしたのも経験しました。この冬

の季節は、一般の人にとって最も仕事をする時で

あると同時に、ノーペル賞授賞式、ノレシア祭〈日

本でサンタノレチアと言っている歌を歌い、ローソ

クを輪状にして頭にかざって歩く女の子の祭〕、

クリスマス、そして各種のオペラ・音楽会などの

催しが行われる時でもあります。ウプサラ大学が

500年の歴史ある最も権威ある大学であったため、

幸いにも券を入手することが出来、 1975年度ノー

ベノレ賞授賞式に参列する栄に浴したことは感激で

した。

一方、夏の季節は短期間しかありませんが、一

日中太陽の光がふりそそぐ素晴しい季節です。花

が一斉に咲きはじめ、自にしみる緑と白樺の木々

にかこまれた多くの美しい湖が心をはずませま

す。長い冬の閉じこめられた生活から開放され、

裸になって体一杯に太陽の光をあび、そして水泳

ぎに興じる頃です。夜は冬とは対照的に極端に短

くなり、ワプサラで4時間位うす暗いだけの白夜

になりますし、北極圏内では完全な「真夜中の太

陽」がみられます。帰国直前の今年の夏至直前に

家族連れで、北極圏内のキノレナからノノレウェー領内

へ真すぐ北上し、ヨーロッパ最北端の北極岬

CNordkap)へ旅行してこの真夜中の太陽と、野

性のトナカイの群々を見てきましたが、形容しが

たいすばらしいものでした。この季節の北欧はど

こに行っても美しい景色がみられますが、フィン

ランドに無数にある湖の湖畔にある素朴なサウナ

小屋、 ノノレウェーのプリクスダーノレ氷河や山奥ま

できり立った絶壁が延々と続く多数のフィヨノレド

などいずれも素晴らしいものでした。

「質素なスウェーデン人」

日本では誰でも知っているバイキング料理とい

う言葉があります。多種類の豪華な食事を思う存

分食べたいという気持を満足させてくれるデラッ

クスな食卓を想像します。もちろんバイキングは、

ノノレワェ一、スウェーデンを本拠地として勇猛を

はせた一大軍事 ・通商集団(海賊〉です。食道楽の

私は、渡瑞して間もなく友人に本場のバイキング

料理を食べたいと申し出ました、ところが驚いた

ことにバイキング料理CVikingMat)という言葉

はスウェーデンにはなく、それは多分スミョーゴ

スボード CSmorgasbord)であろうと言うこと

でした。たしかにスミョーゴスボードには多種類

の料理が卓にならびますが、 一品一品をみるとハ

ム、ソーセージとニシンやイワシの酢潰・くんせ

いなどがほとんどで、予算にもよりますが手をか

けた複雑な美味のものは見当りません。ただしソ

ーセージは、まぜものばかりの日本のものよりは

美味ししこの国の代表的な食事がジャガイモと

ソーセージであることを実感しました。もちろん

この他にスミョーゴス(オープンサンドイツチ〉

をよく食べますのでチーズが豊富です。通常の食

事はこの他に肉・魚が入りコーヒーと牛乳をよく

飲みますが味と種類ではがっかりします。ピンポ

ン玉に毛が生えた程度の小さいリンゴやトマトが

また高い値段で、品をえらんで買います。こんな

工合の食事ですから栄養はあっても、美味しさ、形

の美しさ・種類の豊富さをたん能している私達に

7 



は質素を通りこしてみじめな気持になるとともあ

りました。それでも平均的に物価が仙台の2倍位

でしたから、帰国して間もなく工学部生協で300

円定食を食べた時には、味が良い割に安価なこ

と/、嬉しくて嬉しくて感激致しました。

衣料の場合にも質素で、大学のドセント(助教

授クラス〉位でも通常ラフな服装(ジーパンにオ

ープンシャツなど〕あるいは地味な実用的な服装

をしています。長い冬と短い夏の国ですので、女

性でも四季の服はもちろんありませんし、冬でも

室内暖房がどこでも完備していますので薄手のシ

ャツに毛皮のオーパー(これは上質〉を着る位で

す。これは引越が極めて簡単なので良くわかりま

す。

この国の人々の質素な面は車の場合によく表わ

れているようです。日本でも最近、物を大事にし

ようと考えるようになりつつあるようですが、ひ

ところは 2年毎に買い換えることがあたり前のよ

うに言われていたように思います。ボノレボとサー

ブがスウェーデンの国産車ですが、これが又頑丈

に出来ていて、スマートさ、アクセサリーなどよ

り耐久性最優先といった感じです。 2000cc位のエ

ンジンの新車が300万円強と高いこともあって、

10-15年前の車が非常に大量に走っております。

渡瑞前に1970年型ブノレーバード 1600s誌の中古の

愛車を持って行こうかと話した所、大抵の友人は

笑い出し、「スウェーデンにそんな古いのを持って

いったってどうするんだ、むこうの車を安く買っ

て来た方が良いぞ」と言われました。日産の本社

の人には「ガス規制がきびしいようだし、ヘッド

ランプにワイパーがないのでやめてほしい」と言

われ断念しました〔実際は中古車にガス規制は

ないし、ヘッドランプのワイパーは新車のみ必

要。〕。ところが、スウェーデンに到着してすぐ

に、あまりにポンコツ車が多く、又車の値段が高

いのにびっくりし、自分の車を持っていかなかっ

たことを残念に思いました。結局、 10年自のポン

コツ・フオルクスワーゲンで16，000km走りました

が、車を運転する度毎に、一年中頭をはなれなか

ったことは「自分の車を日本から持って来ていた

ら広大なスカンジナピアを快適に高速で飛ばすこ

とが出来たのに」ということでした。時には「帰

国時に 100万円位で売って旅費を作れたのに」な

どとあさましいことを考えたこともあります。一

番困ったのは、完全冷房のままですので、冬の厳

寒時には吐く息が 1-2秒ですぐ凍ってしまい、
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窓の氷をけずりながら運転したことです。

日本のように物が豊富で、ぜいたくに慣れ、欲

求レベルが高い国では、政策がもし良くなったと

してもスウェーデンのような福祉社会の建設はむ

ずかしいように感じた次第です。

「スウェーデン人からみた日本」

北緯55-69度と30-45度の相違が、極めて異な

る気候・風土と、人間の気質をもたらしていると

考えることも出来ましょう。しかしここではもう

少し異なった立場から、スウェーデン人が日本人

をどのようにとらえているかの一端を御紹介しよ

うと思います。

一ヶ年以上の滞在の問、一般の本屋にならんで

いる日本に関する本・雑誌についてさがしてみま

したが、見つけたのは「浮世絵」、 「水俣病(悲

惨な被害者の大きな写真集)J、 「世界最大の都

市の労働者の一日(満員電車、狭いきたないアパ

ート・ etc.の写真集)Jの3冊だけでした。一

方、日常生活でよく質問されたことは「日本に泳

げる海はないだろう」とか「日本の警察官はみん

な毒マスクをつけているのか?Jとか「日本の政

治がワイロで動かされていることはよく知ってい

るよ」とか、 「東京の電車はいつも後から尻押し

をして乗せるのか?Jといったたぐいのもので

す。やや程度の良い所で「日本人は皆、空手をや

るのか?Jというようなものです。この上うな認

識は非常に根強いようです。大学の助手の一人に

「日本の工業製品は安くて仲々良いものがある。

これらを作るためにヨーロッパやアメリカから大

抵特許を買っていると思うがどの位の特許料を払

っているのか?Jと聞かれた時にはびっくりしま

した。その話の前に、スウェーデンで売っている

ほとんどのカメラ、ラジオ、テープレコーダなど

が日本製品であることの話をした所だったからで

す。

他方次のようなこともありました。コーヒーを

飲みながらある時、日本の進んでいることを少し

話しはじめると、関心がない様子になり、話が進

展しなくなりました。これにはさすがにびっくり

し、その後根気強く、少しづっ認識を改めてもら

うよう努力しましたが、とても無理だとわかりま

した。このような印象は、当初私の場合の例外的

なものかと思っておりましたが、東大と北大の先

生も滞在半年以上の印象として同様のことを言っ

ておられました。また日本大使館員の方で滞在7

年になられる方も、航空会社の営業所長の方も全



く同様なことを言っておられました。

このような歪んだ認識がどうしてこの情報化社

会に根強く存在するのか不思議な気が致します。

この理由は、いくつか考えられるように思います

が、私は次の4点にあると考えております。

①スウェーデンの国防政策の一つの重要事項とし

て「敵国(外国〉の宣伝に左右されない強い愛国

心と自尊心を植えつけるよう教育・宣伝に力を入

れること」があります。事実、スワェーデンの対

外PRはすごいものですし、これに増して圏内P

Rも大変なものです。これに比して日本の外国向

けPRはちょっとしたパンフレット程度の極めて

おそまつなもので、誤解されて当り前という気が

します。時には、常識・習慣がちがう国にはPR

をしないと、あたりまえのことが伝わらないどこ

ろか査曲されることがあるようです。フィンラン

ドでお会いした国際原子力機関の核安全・環境保

護部・副部長の日本人の方(ジュネーブ在住〕も、

種々の面での日本人に対するヨーロッパ人の誤解

を解く努力の重要さを力説しておられました。

②ヨーロッパ圏の周辺部に存在するため、世界の

中心である米国と中部ヨーロッパに目を向け、他

は考慮外であること。①高税金の負担に嶋ぐ国民

の目を一大実験である福祉社会の建設、社会制度

の抜本的改革に向けること(欲望の抑圧と質素な

気質の堅持〉。④スウェーデンに滞在している日

本人の多くが日本社会からの逃避者(?)である

ため、日本のことを悪く言し¥スウェーデン人の

御気嫌をとる。残念ながらこのような日本人の若

者に何人か会いました。

このような偏った情報(時には、そのこと自体

は嘘でなくとも誤解を与える要素の極めて高いも

のを含めて〉のみが流されていることは、ふり返

って日本にもあるようです。スウェーデンは一種

の社会主義国であるためか、南米や中近東の軍事

政権からの亡命者が多くおります。またウプサラ

大学には共産圏諸国、アラブ諸国、アフリカから

の研究者が多く来ておりました。これらの人々と

話をすると、日本では知らされていないニュース、

あるいは新聞の片すみに小さく報道されているた

め見過されているニュースがかなり多いことに気

付かされました。(以下次号につづく〉

最近のスウェーデン経済・社会ニュース

エネルギー消費についての研究

国家産業庁 (Nationallndustrial Board) の

研究によれば、今後5年聞に現在ある技術を応用

することによって、石油にして60万立方米と電力

で5億KWHのエネノレギーに相当するだけの燃料

消費の節約を行うことができる。

これに加えて、 10万立方米の石油も産業界で発

生する熱を地域暖房にまわすことによって節約で

きる。この為の直接投資費は約13億クローナ (84

5億円〉及び地域暖房設備費である。

こうした数値は同庁が行った重工業からのエネ

/レギー供給と人口密度の高い地域についての研究

に関する報告書にみられるものである。

動力生産の為に、一度用いたスケーノレを再利用

できる工場の建設は、必要とされるタービンの取

付けが採算に合うように補助金が出されるならば、

これまでの目標の通り 1985年までには80億KWH

に達しよう。

さらにこうした動力及び暖房用プラントの建設

をつづけるには、地域暖房のネットワークが引き

つづいて急速に拡大してゆくことが必要である。

こうした節約分は、製紙及びパノレブ。業界のエネ

ノレギー消費の約7%に、また製鉄業界のエネノレギ

ー消費の11%に相当しよう。

スウェーデンの風力利用の可能性

気象学及び水陸学協会 (SwedishMeteobolo-

gical & Hydrological)がこのほど刊行した予

備報告書に依れば、 1990年までにスウェーデンの

全発電量の最低20%を風力でまかなうことは可能

である。

スウェーデンの全発電量は、 1990年までには15

テラワット時 (TWH)に達するものと推定され

る。風力資源は毎年約30テラワット時に相当する

カをもつこととなろう。

この報告書はさらに、風力発電所が建造される

とすれば7、海岸又は湖の岸辺に建てるべきである

としている。スウェーデンには、長い海岸線があ

るので、風力を開発するには適していると間報告

書はのべている。

火災報知のためのサーモビジョン・システム

アーガ社 (AGA)グループは、ヘリコプター

による火災発見の為の新しい赤外線利用の監視シ
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ステムを公表した。このシステムのカメラは眼下

の地上をそのままうつし出し、それが初期のもの

であれかなりたったものであれ、熱い地点をスク

リーン上の白点としてうつし出す。

これによって森林火事の現場の上をとんでいる

ヘリコプターのクノレーは、たとえ木の葉があつか

ったり煙が多かったりしても、地中深くでぶすぶ

すともえている火事を意味する不自然な熱がある

ことをただちに発見できる。これによって、エア

タンカーに指示を与えてどこで火事に水をおとし

たりかけたりすればいいかが分る。

この新しいシステムはアーガ社のポータブノレの

サーモビジョン、 750カメラを特殊なスーパポジ

ション・ビュウアーをつけたディスプレイ装置か

らできている。このサーモビジョン/スーパーピ

ュウアーと呼ばれるシステムは眼下の土地をその

ままうっし出すと共に、熱源を画面上にスーパー

インポーズした型の輝点としてみせてくれるので、

熱くなっている岩石や家畜などを火災地点とみな

すミスをおかす様な事はない。

このシステムには明るい太陽光線から完全なく

らやみのなかまで、火災の示す明るさの基準をイ

メージ・ディスプレイ装置の明るさに合うように

連続的に調整することが可能であるので、いかな

る光線の条件下でも用いることができる。

この新しいシステムを装備した現代の多目的へ

リコプターは、ほんの短かい予告で、急速な熱源

パトローノレを行うことができる。このシステムは

火災監視の他にも地熱エネノレギー資源の調査、高

圧線の点検、及び陸海の救助作業にも利用できる。

IRカメラとディスプレイ装置はヘリコプター

から取外して、手持ちで地上で用いることもでき

る。同時にヘリコプターは他の作業の為に貸出す

こともできる。

男女聞のつりあいを改善する為の雇用計画

通信庁はその従業員中の男女の比率を改善する

為の計画をスタートさせると公表した。政府が開

始したこの計画は、関係のある労働組合と協議を

行いながら実行されよう。

同庁がこのために選ばれたのは、その活動の多

くを、男性又は女性のいずれか一方のみが行って

いるという事実のせいである。たとえば、交換手、

マーケティング、及びメンテナンスの作業などに

ついて言える。

この計画は女性の公務員数を増やし、男女聞の

平等を高めようという政府の政策にそったもので

10 

あると政府コミュニケはのべている。男性も女性

も、他の性別の人々が中心となっている分野にお

いて自分達にひらかれている可能性についての情

報をうける。さらにこの不均衡を是正する為に、

人員募集キャンペーンも行なわれよう。

スウェーデンの大企業200社

当市の週刊誌グェッカンス・アフェーレノレ

(Veckans Affarer)がスウェーデンの主要企業

について行った年次調査によれば、昨年中に西欧

諸国を通じて失業がひろがったにも拘らず、スウ

ェーデンの大企業200社はその総雇用者数を 50，

000人ふやして約130万人以上の人を雇用した。

200社の合計の純利益高は 1974年の新記録の90

億 1，000万クローナ (5，856億5，000万円)から

54億7，000万クローナ (3，555億5，000万円)と低

下したが、 200社は第2次大戦以来という最悪の

経済不況に直面したにもかかわらず、昨年め利益

率を 3%の線以下に低下することをとめることが

できた。同誌が引用しているビジネス・ウィーク

誌の調査では、スウェーデンの最大35企業の利益

率は、事実上アメリカ以外の大企業600社の利益

率より約2倍も高い。

1975年の傾向として特に顕著なのは、大企業は

ますます大きくなって集中がすすんでいる事であ

る。かくして、上位100企業の売上は 200社全体

の売上の88%をしめ、輸出の91%をしめるにいた

っている。さらにこの 100社は 130万人の従業員

中120万人を雇用している。

スウェーデン人口の一割・外国生れの人に

このほど労働省が公表した小冊子によれば、現

在スウェーデンには合計で41万人の外国人が居住

しており、一方外国生れの人間27万人が帰化して

いる。このクツレープはその子供を含めて、スウェ

ーデン全体の人口の約10%をしめている。

こうした移入民の国籍は 130ヶ国をこえている。

勿論、最大のグループはフィンランド人で184，

000人、ついでユーゴスラビア人で40，000人であ

る。デンマーク人、ノノレウエ一人、ギリシャ人は

それぞれ38，000人、 27，000人、 18，000人を数える。

約20万人の移人民が雇用されており、そのほと

んどは労働組合に加入している約60%の人が製造

業で働き、 15%の人がサービス業で働いている。

毎年10，000人から15，000人の人々が職業訓練又は

労働市場での訓練をうけている。

この移入民のおかげで、スウェーデン人の平均

年令は低下した。これは主として移入民が全体と



して若く、かつまた彼等の出生率が高いためであ

る。外国人のうち67才以上の者は 5，500人にすぎ

ない。 2000年までには、スウェーデンには 100万

人をこす外国人が居住するものと推定されている。

新しく提案された労働環境法

Swedish Instituteが発行している「現代のス

ワェーデンJ(Current Sweden) の報ずる所に

よれば、 産業衛生庁 (NationalBoard of Occ-

upational Safety & Health)や関連機関の権限

を大幅に強める新しい労働環境法がこのほど委員

会の手で政府に提出された。

環境保護、衛生基準などの特殊な詳細を法規制

するよりも、各種機関の責任を正確に規定してゆ

く方が、 “より現実的である"と言われている。

この法案では行政庁に対して、化学薬品の使用、

製造及び取扱いを禁ずる規則を定め、製品、物質

及び製法をただちに禁止する権限を与え、さらに

は、ある種の機械の使用を規制する権力を与える

|事務局より|

ことになる。さらに行政庁は全ての必要な情報に

近ずき、商品の表示について指示し、商品の表示

標準を確立する権利を有することになる。

この法案が適用されるのは、労働する場所と共

に学校、病院、警察などであり、その規定は雇用

主及び従業員の双方に適用され、両者はともに権

利と義務を有する。しかし、労働条件の主たる責

任は雇用主にある。

この法案はもし採択されると、労働時間、休け

い時間、レジャー及び衛生上の設備、建物の基準

などについても規制を加えることとなろう。若年

労働者についての規則も強化され、 18才以下の人

聞は夜間労働のシフトにつくことを一切みとめら

れなくなる。

最後に、当局は計画段階で最善の労働環境が得

られる様に介入する権限を有し、従業員もこの計

画過程に参画する権限を有する。

日瑞基金・瑞日基金合同会議

両基金は隔年に日本またはスウェーデンにお

いて役員の合同会議を開催し、事業連携の充実

をはかることになっており、本51年度は日本で

開催する年度で、去る 1月14日東京の経団連会

館で開催された。

スウェーデン側の出席者は、 IVAの会長で

もあられるグンナーノレ・ハンブレウス瑞日基金

会長とグンナーノレ・ハンソン同基金事務長ほか

大使館関係者で、日本側は、土光日瑞基金会長

(経団連会長)、西村同基金専務理事(スウェ

ーデン社会研究所所長〉、花村同基金評議員

(経団連副会長〉、関同基金監事(経団連常務

理事〉ほか基金会員数氏であった。

議事は、相互の事業報告、情報交換充実の方

策、派遣研究員の両基金による相互受入援助、

ならびに両国知識人の交流促進の問題が中心で

あったが、いずれもの議題につき、具体的提案

と意見の交換が詳細に行われ、今後の両基金の

事業運営に極めて有意義な成果をあげた。
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j スウェーデン語講習会 L 
f ! 

! 当研究所では、スウェーデン語の講習会を、 8週間単位で、毎年3-4回宛開催してお j 
t 二

; ります。初心者対象で、週2回出席で、午後6時からと 7時30分からの各1時間2伽授 ! 
、

{ 業です。講師は日本人とスウェーデン人の組合せです。次回は 2月21日開講の予定です。¥

t f 詳細は当研究所へ電話 (212-1447、212-4007)でご照会下さい。
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